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予防接種課

季節性インフルエンザHAワクチンの供給について
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季節性インフルエンザHAワクチンの供給について

• インフルエンザは、予防接種法のB類疾病に分類され、①65歳以上の者又は②60歳から65歳未満の慢性高

度心・腎・呼吸器機能不全者等を対象として定期接種を実施している。

• インフルエンザHAワクチンは、現在、４社（第一三共株式会社（以下「第一三共（株）」という。）、

KMバイオロジクス株式会社、デンカ株式会社、一般財団法人阪大微生物病研究会）で供給しており、年間

約2, 900～3,600万本（令和３～５年度）を市場へ供給しており、使用量は、年間約2,600万本（令和３～

４年度。一般社団法人日本ワクチン産業協会によると、令和５年度も同程度の見込み）である。

背景

• 第一三共（株）が製造販売している「インフルエンザHAワクチン「第一三共」1mL 」、「インフルエン

ザHAワクチン「第一三共」シリンジ0.5mL」及び「インフルエンザHAワクチン「第一三共」シリンジ

0.25mL」について、2024/2025シーズン以降の生産・販売を終了する旨の報告があった。

• 第一三共（株）が2023/2024シーズンに供給したインフルエンザHAワクチンは、約480万本程度。

• 2024/25シーズンに向けた第一三共（株）以外の３社によるインフルエンザHAワクチンの生産予定数量は、

現時点では2023/24シーズンにおける使用量と同程度以上の見込み。今後、製造株の収率等を精査した後、

生産予定数量を部会にて報告する予定。

報告事項



1,519 

979 

796 

612 
554 511 474 

30 71 70 79 
153 

345 

759 

1,060 

1,300 

1,481 

2,074 
2,082 

2,518 
2,550 

2,696 

2,313 

2,928 
2,888 

3,262 
3,388 3,346 

2,973 

2,784 

2,643 
2,717 

2,942 

3,342 

2,867 

3,649 

51 71 
147 

342 

633 

871 

1,040 

1,463 

1,598 

1,932 1,877 

2,257 

2,451 

2,039 

2,447 

2,510 

2,522 

2,581 

2,649 

2,565 
2,642 

2,491 

2,630 

2,825 

3,274 

2,597 2,567 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

昭
和
6
2
年

昭
和
6
3
年

平
成
元
年

平
成
2
年

平
成
3
年

平
成
4
年

平
成
5
年

平
成
6
年

平
成
7
年

平
成
8
年

平
成
9
年

平
成
1
0
年

平
成
1
1
年

平
成
1
2
年

平
成
1
3
年

平
成
1
4
年

平
成
1
5
年

平
成
1
6
年

平
成
1
7
年

平
成
1
8
年

平
成
1
9
年

平
成
2
0
年

平
成
2
1
年

平
成
2
2
年

平
成
2
3
年

平
成
2
4
年

平
成
2
5
年

平
成
2
6
年

平
成
2
7
年

平
成
2
8
年

平
成
2
9
年

平
成
3
0
年

令
和
元
年

令
和
2
年

令
和
3
年

令
和
4
年

令
和
5
年

供給量 使用量

3

インフルエンザワクチンの供給量の年次推移

※１ 平成７年以前の使用量は不明 ※２ １mL換算としたときの本数（１本当たり成人２回分）

万本

３価ワクチン

令和５年度のワクチンの供給量は、製造効率等が特に良かった昨年度とは異なり、例年と同程度の供給量となる見込み。

（平成８年以降で最大の令和２年度の使用量と比較すると少ないが、例年の使用量に対し概ね十分な量が供給される見込み）

４価ワクチン

【令和５年８月現在】
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